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　栄養バランスや食事マナーの大切さを理解しているもの

の行動につながっていないという課題を解決するため、毎

月１９日の「食育の日」前後の金・土・日曜日のうち、各

家庭で都合の良い日を「食育チャレンジデー」として「食

育チャレンジシート」を活用して、親子で食生活の改善に

取り組むことにした。

　「食育チャレンジシート」には、「食習慣チェック」の欄と、

「生活習慣チェック」の欄、「食事の準備や片づけに関す

食育チャレンジシート

食育チャレンジシートの記入の仕方

るチェック項目」の欄を設定し、できたものに○をつけ、

次の月の「食育チャレンジデー」までにがんばりたいことを

記入するようにした。 

　保護者や先生からも一言ずつ記入をし、子どもたちの

がんばりを認め、励まし、学校と家庭の双方向から望まし

い食習慣と生活習慣の定着が図れるようにした。

15

2 家庭とのつながりを重視した取組 □１ 実施日
・毎月１９日の「食育の日」前後の金曜日に、「食育チャレンジシート」を配付

・金・土・日曜日のうち都合の良い日を「食育チャレンジデー」として設定し、家庭で実施

□2 食習慣に関するチェック項目
・望ましい食習慣を身に付けるために、「朝食」「衛生」

「感謝」「マナー」「栄養」の５つの項目をチェック

して、できたら○を付ける

・左側のレベル１ができたら、右側のレベル２に挑戦

□4 生活習慣に関する
　 チェック項目
食習慣にあわせて生活習慣を

整えると、より一層、健康な

体をつくることができるため、

できたら○を付ける

□5 ○の数の合計
□2 □3 □４ でチェックした○の数を記入

１・２年生は１２個以上、３・４年生は１６個以上、５・

６年生は２０個以上が目標

□6 つぎの「食育チャレンジデー」までに
　 がんばりたいこと
チャレンジシートをチェックし、自分の食習慣を振り返

り、次の「食育チャレンジデー」までにがんばりたい

ことを記入する

□8 家の人から
がんばっていたことやできる

ようになったことを褒めたり、

次の意欲につながるように励

ましたりするコメントの記入

◎望ましい食習慣や生活習慣が身に付くように、なるべくお子さんと一緒に食事をとり、

　上記のチェック項目の達成に向けて言葉掛けをしていただけますようお願いします。

　子どもたちが大人になったときに、自分で健康な食生活を整えられる力をつけましょう。

□9 先生から
先生のコメントを記入

□3 事の準備や片付けに関するチェック項目
・自分で食事を整える力をつけるために、食事の

準備や片付けなど、子供にできることを取り組ま

せ、できたら○を付ける

・家庭科を学習している５年生以上は、⑦～⑩にも

挑戦
※包丁やガスコンロなどを使う場合には、安全に十分気を付け
させる。

〈保護者へのお願い〉

学校と家庭の双方向で取り組む「食育チャレンジシート」
基本的な食習慣の定着を図ります。
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2 家庭とのつながりを重視した取組

毎月１９日前後の金・土・日曜日のうちの１日を
　　　　　「食育チャレンジデー」として、親子で取り組みます。

学校と家庭の双方向で取り組んでいます。

学 校 家 庭

　児童の言葉からは、回を重ねるごとに、自分のできるこ

とを増やそうと主体的に取り組む姿が見られるようになり、

保護者からのコメントは、温かい励ましの言葉が多く、子

どもたちががんばれるように働きかけてくれていることがわ

かる。

　また、この食育チャレンジシートに取り組むことで、保護

者からは、どのようなことを子どもたちに教えていったらよ

いのかがよく分かったという感想も多数いただいた。

　担任からは、家庭でのがんばりを称賛したり、学校で

の給食の様子を家庭に伝えたりすることで、意欲を向上さ

せ、継続した取組に結びつくようなコメントをした。

　学校と家庭が双方向で取り組むことで、自分の食の課

題を改善しようとする児童の意欲が向上し、日常生活にお

いて徐々に定着が図られつつある。

《担任のコメント》
・朝ごはんは、元気の源 ！ これからも

継続しよう。

・栄養のバランスを考えて食べること

は大切だね。給食でも好き嫌いを

しないで食べていてえらい ！

・お湯をわかしたり、ごはんを炊いた

り、できることが増えてきたね。料

理の手伝いにも挑戦してみよう。

《児童の言葉》
（次の月までにがんばりたいこと）

・早寝早起きをして、しっかりごはんを食べたいです。

・もっと○が増えるように、食事の準備や片付けの

手伝いを増やしたいです。

・家族のために料理を作りたいです。

《保護者のコメント》
・いつも残さず食べてくれてありがとう。しっかり食

べて元気な体をつくろうね。

・料理の手伝いをしてくれてありがとう。これからも

続けてくれると助かるよ。　

学校と家庭の双方向で取り組む「食育チャレンジシート」
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　宇都宮市では、「親子で共に食について考える機

会を創出し、子どもたちの食への関心を高め、感謝

の気持ちを創出する」ことを目的として、平成２０年

度から、全校で「お弁当の日」を実施している。　

　実施に当たっては、栄養教諭が中心となり、計画

から振り返りまで指導を行うとともに、各学校と家庭

との連携のもと、小中学校 9 年間を通して、「自分

の健康を考え、判断し、実践できる子ども」の育成

を目指している。

　本校においては、１回目をおにぎりだけを作って

持ってくる「おにぎりの日」、２回目を「お弁当の日」

として実施した。

　発達段階に応じためあてに向かって、事前に計画

を立て、栄養のバランスや盛り付けなどについて指

導し、事後には振り返りを行い、次年度の取組に生

かせるようにしている。

　「お弁当の日」当日には、早起きをして家の人と一

緒にお弁当を作り、満足感にあふれた子どもたちの

笑顔が教室にあふれ、会食時には、お弁当の中身

や作ったときのエピソードで会話が盛り上がった。

　栄養のバランスを考えるようになった、調理の技

術を身に付けることができたといった効果の他、親

子で一緒に買い物やお弁当作りに取り組むことで、

親子のコミュニケーションが図れて良かったという効

果も見られた。

18

2 家庭とのつながりを重視した取組

　「親子給食」は、１年生の保護者を対象に、実施

した。

　入学して間もない１年生の給食当番の仕事ぶりや

苦手な食材でもがんばって食べている姿を見て、自

分の子どもの成長が見られ、「家でもお手伝いをお

願いしよう。」「好き嫌いをしないように声かけをして

いきたい。」といった声が聞かれた。

　授業参観において、３年生の学級活動「めざせお

はし名人」を実施し、児童と一緒に保護者にも正し

いお箸の持ち方を知っていただくことで、家庭の食事

でもおはしの持ち方に気を付けてもらえるようになっ

た。

1年　親子給食

授業参観　３年 学級活動「めざせ おはし名人」

おにぎりの日、お弁当の日
親子で共に考える機会を創出し、子どもたちの食への関心を高め、感謝の心を育みます。

親子給食・授業参観
親子給食や授業参観を通して、家庭での実践を促します。

１　食べ物に関心をもつ

２　感謝の心をもつ 

３　楽しく料理をする

４　健康な体を作る 

「お弁当の日」の取組を通して
育てる“４つの力”

１回目：「おにぎりの日」

　　　　（おにぎりのみ持参）

２回目：「お弁当の日」　

（発達段階ごとに設定した

目標を達成できるよう、

事前に計画を立て、お弁

当１食分を持参）

平成２０年度から、
毎年２回実施しています。
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　宇都宮といえば「餃子」。その餃子をテーマとして、

親子で一緒に「手作り餃子」や「餃子を使った１食分」

の食事を作ることで、子どもたちが料理をすることや

食べることの楽しさを実感し、日頃から食事作りに取

り組もうとするきっかけとなるよう、校内で「わが家

のおすすめ餃子づくりコンテスト」実施した。

　地場産物の活用や栄養バランスにも配慮し、家

族と餃子を作ったり、食べたりした楽しさが伝わるア

イディアあふれる作品の応募が多数あり、入賞作品

は、校内で紹介するだけでなく、中心市街地の大型

映像装置で放映したり、店舗に掲示したりして、広

く紹介した。

わが家のおすすめ餃子づくりコンテスト応募用紙2 家庭とのつながりを重視した取組

作品名　「しそみそ棒ぎょうざ」 作品名　「コーンとキムチのおいしいぎょうざ」

手づくり餃子部門

最優秀賞

餃子を使った
１食分部門

最優秀賞

中心市街地でのＰＲ餃子コンテスト審査会

地産地消や栄養の
バランスにも気を
付けました。

キャンプのときに
おすすめです。

お父さんが小学校の給食で
大好きだった「ジャンボぎょうざ」を

参考にしました。

家族にも好評でした！

わが家のおすすめ餃子づくりコンテスト
家族で料理をしたり、一緒に食事をしたりすることの
　楽しさや大切さに気付かせ実践につなげます。
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は、校内で紹介するだけでなく、中心市街地の大型

映像装置で放映したり、店舗に掲示したりして、広

く紹介した。

わが家のおすすめ餃子づくりコンテスト応募用紙2 家庭とのつながりを重視した取組

作品名　「しそみそ棒ぎょうざ」 作品名　「コーンとキムチのおいしいぎょうざ」

手づくり餃子部門

最優秀賞

餃子を使った
１食分部門

最優秀賞

中心市街地でのＰＲ餃子コンテスト審査会

地産地消や栄養の
バランスにも気を
付けました。

キャンプのときに
おすすめです。

お父さんが小学校の給食で
大好きだった「ジャンボぎょうざ」を

参考にしました。

家族にも好評でした！

わが家のおすすめ餃子づくりコンテスト
家族で料理をしたり、一緒に食事をしたりすることの
　楽しさや大切さに気付かせ実践につなげます。


